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★」Vの意義や運営の基本原則、独十会計方式による会計処理等
について、事例を交え勧 ち解説 !

はじめに一古くて新しい」Vの可能性 (抄 )

」V(ジョイントベンチャー)が日本に導入されたと言われている1950年から、70年以上が経ち、その導入と活
用については成熟の域にあると言えるでしょう。しかしながら、確立した制度として捉えた時には、何か釈然としな
いものがあります。これまで、公共工事の発注方式においては、時代の要請に合わせて様々な」V形態が導入さ
れ、大きな効果を発揮することで、その役割を暴たしてきています。一方で 制度面での存立基盤は、いまだ明
確とは言えず 会計面においても実務主導で行われているだけで、確立されたものがあるわけでまありません。こ
の70年間で 企業会計基準は大きく変化しています。当然」Vに関係するであろう面も多々ありますが、外野に
置かれてしまつているかのようです。歴史はありますが、テーマとしては、やり残してきたことが、」Vには多々ある
のではないでしょうか。
発注者サイドから見た」Vは、事業実現のための技術力の集約、プロジェクト推進のための資金面を含めたリス

ク分散、営業協力の拡大や仕事のシェアなどが考えられます。受注者サイドからの視点で」Vを捉えると、必要
資金の負担軽減やリスク分散、他社ノウハウの活用とシナジー効果の獲得、資源の共有と活用、身軽で機動カ
のあるラウンチと組織運営などなど、事業を協業化する方式としてのメリットは大きいと言えます。
」Vという事業運営方式は、これまで建設工事のみならずプラントや不動産など様々な建設事業で、採用され

てきています。建設以外でも ソフトウエアの開発や、最近よく耳にする映画の製作委員会も」V形式です。この
映画製作委員会は、投資事業組合の色合いも濃いのですが、事業体が制作を行う(ものづくりをする)という点と
任意組合としての運営という観点からは、正に建設業の」Vこ近い方式と言えるかもしれません。
本書は、建設工事における」Vの運営と会計を 実務的に解説することをテーマとしています。年間2万件以上

の」V工事が発注され、建設事業が営まれていますが、JVの運営やJV会計について、実際の実務に則して解
説した書籍はほとんど見力Чナません。」Vが導入されてから70年以上経過してもなお、秘密のベールに包まれ
ているかのようです。
本書が、建設業会計を学ばれる方は勿論のこと、今現在、」V工事の実務運営をされている方々のみならず、

事業シェアの新たな可能性を探している方にも、少しでもお役に立てることができれば幸いです。
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l JVの 会計取う
2 JV会 計の基本原則

3 JVの 会計仕訳―費用の会計
4 JVの 会計仕訳―出資金の会計
5 JVの 会計仕訳―収益の会計
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V 構成会社はどのように会計処理するのか
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3 幹事会社の会計
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VI 仕訳事例
1 設定条件
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4 構成会社の会計
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参考資料 :特定建設工事共同企業体協定書 (甲 )

共同企業体運営モデル規則
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